






日本において、発想の転換に基づく新工法であり、かなりの技術進歩があったわけ

で、それだけに工法が浸透するまでには時間がかかると思います。

熊谷:研究段階が一段落し、実用期に入ったと考えられますね。こんどは、 RRR工法協

会についてのお話をお願いいたします。

中村:この工法は、 (財)鉄道総合技術研究所が考案した剛体壁をもっ補強土工法です。補

強材として、切土では短いボルト、盛土ではγオテキスタイルを使います。 この工法を普

及させるために RRR協会が発足しており、当社は、 この協会の事務局をしており

ます。私は、技術委員会で盛土の設計法を担当しており、マニュアル作成に参画し

ております。

熊谷: 1 G S日本支部についてのご意見をお願いいたします。

中村:今後のγォテキスタイル技術の進展には、施工実績の増加による現場データの集積がおお

きな意味をもってくるものと思います。 IGS日本支部は、 このような各方面のニ

ュースを広く伝えるという役割を果たす、重要な位置付けにあると思っております。

熊谷:この「シ.trキス列島技術情報Jに、そのような情報をもっと盛り込んで行きたいと計

画しておりますが、参考にさせて下さい。

中村:γォテキスタイルの研究レベルの情報のみでなく、実務者一実際に使う立場の方々に、安

全・確実ですからぜひ使ってください、あるいは本当に大丈夫だから決断してくだ

さいというための情報も重要だと思います。そのことにより、多数の会員が初めて

手掛ける引き金になれば、大きなメリットのひとつになります。

全く見ていないで、話を聞いたり本で読んだりしただけで本当に採用するとなっ

たら勇気がいると思います。そういう意味で、生の声をいかに多く取り上げるかが

大切になりますね。

熊谷:設計法ができたので、逆に施工の写真が重要な情報になってきているとも言えます

ね。ごごで、材料の試験法などについてのお話をお願いいたします。

中村:今後、 日本の材料が国内的・国際的に普及していくためには、国際標準 1S 0にも

合致していくことが必要だと思います。また、価格競争をしていかないと、 この面

から用途拡大にも乗り遅れることになると思います。

熊谷:なにか最後に、 γォテキスタイル技術の今後についてお願いします。

中村: r大いに使ってください」と言いたい。ただし、使うといっても、なかなか大変で
す。比較工法として考えてみて、設計して、使ってみる。そして、有用性を自分で

確かめ、結果をまとめて報告する。これが、発展への最大の近道ではないかと考え

ております。

熊谷:有難うございました。

(文責熊谷浩二)
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